
（別紙３）

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） 23 （回答者数）
18

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
１人になりたいということを伝えやすい（言葉以外で伝えら

れる）環境を整える。

2 担当者以外も会議や行事に参加していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
多機能型事業所の強みを活かし、生活介護の常勤看護師（保

健師）に相談をすることのできる体制を整える。

2 母体行事に放課後等デイサービスとして参加していく。

3

○事業所名 社会福祉法人ぬくもり福祉会　放課後等デイサービス　ぬくもりの郷（ぬくっこ）

○保護者評価実施期間
令和７年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　７日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

相談支援専門員との連絡は密にとっているが、学校とは様子の

申し送り程度であり、他の医療機関等とは連携が取れていな

い。

十分とはいえない。

医療に関しては、主治医と話をする機会がない。

連携は整えているが十分とは言えない。

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。

母体事業所としての行事はあるが、放課後等デイサービスとし

ての行事は行われていない。

放ディとしての行事はない。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか。 

部屋ではないが、アコーディオンカーテンで仕切ることがで

き、広いデッキが併設されているので、利用児は落ち着くこと

のできる場所がある。

集団活動時に１人になりたくなると、別室へ行くことができ

る。

（自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 担当者が参加し、中心となって活動に取り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


